
精神科【 Stage1】  

 
１ ． 実習の基本方針（ 目的・ 到達目標）  

患者と 接する事を通して、①現在の精神症状を評価し、②これまでの経過を踏まえて

診断し、③薬物療法や精神療法の治療方針を立て、④社会復帰を促進する、一連の診療

過程を学ぶ。  

 

２ ． 実習の方法（ 内容・ 行動指針）  

学生 1名ずつに指導医が付き、 指導医の監督のも と で入院患者 1名を担当する。  

外来実習では新規患者の診察に陪席する。  

レクチャーを通して各疾患を含む精神医学の知識を深める。  

2週目月曜日の病棟回診で、 担当患者のプレゼンテーショ ンを行う 。  

実習総括時、 担当患者のケースレポート を作成し報告する。  

 

３ ． 実習上の注意事項 

患者のプライバシー保護には特に留意を要する。  

 

４ ． 臨床実習において許容される基本的医行為の例示 

１ ） レベルⅠ： 指導医の指導・ 監視の下で実施されるべき  

患者さんと 話をするこ と  

作業療法(園芸、 音楽療法含む)、 リ ワークプログラムの参加 

ハミ ルト ン抑う つ状態評価尺度(HAM-D)やMini Mental State Examination 

 (MMSE)、 長谷川式簡易知的機能評価尺度(HDS-R)などの尺度による精神症状評価 

 

２ ） レベルⅡ： 指導医の実施の介助・ 見学が推奨される  

修正電気けいれん療法(m-ECT)など  
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